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美
那
川
雄
一
先
生
は
、
担
当
の
世
界
史
の
授
業
で
、

９
年
前
か
ら
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
ベ
ー
ス
と
し
た
論
述

指
導
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
以
前
は
、
で
き
る
限
り
多

く
の
知
識
を
教
え
込
む
と
い
う
授
業
だ
っ
た
が
、
指
導

主
事
の
先
生
か
ら
「
説
明
を
も
っ
と
短
く
し
て
、
生
徒

に
考
え
さ
せ
て
は
ど
う
か
」と
指
摘
を
受
け
た
こ
と
が
、

静
岡
県
立
韮
山
高
校

◎
校
訓
「
忍
」
と
文
武
両
道
の
精
神
の
下
に
、
将
来
の
国
家
・
社
会
を

担
い
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
す
。「
生
徒
の
自

ら
学
ぶ
意
欲
に
創
造
的
刺
激
を
与
え
続
け
る
創
造
的
授
業
」
を
標
榜
し
、

指
導
方
法
や
評
価
方
法
の
改
善
に
取
り
組
む
。

◎
設
立
　
１
８
７
３
（
明
治
６
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大
は
、

東
北
大
、
東
京
大
、
一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
３
６
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
５
２
５
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.edu.pref.shizuoka.jp/nirayam

a-h/
hom

e.nsf/IndexForm
V
iew

?O
penV

iew 静岡県立韮
にら

山
やま

高校
美那川雄一　みながわ・ゆういち　

教職歴 13 年。
同校に赴任して９年目。研修課長（主任）。
アクティブ・ラーニングの実践は９年目になる。

協
働
を
ベ
ー
ス
と
し
た
論
述
指
導
を
通
し
て
、

自
ら
の
言
葉
で
歴
史
を
語
り
、

世
界
史
の
本
質
に
迫
る

13:15

前時に示しておいた論述問題（イギリスが衰退した原因）と、
グループごとに選んだ歴史的事象（①アメリカ・ドイツの台
頭、②インドの独立、③第二次中東戦争、④その他、⑤
イギリスは衰退していない）を確認。「予習して考えが変わっ
たグループは、ほかの歴史的事象に変更してもＯＫ」と伝え、
３～４人グループで論述の設計図となる構想メモを作る。

●
普
通
科
の
３
年
生
の
「
世
界
史
Ｂ
」
で
は
、
授
業
の
中
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
よ
る
論
述
練
習
を
行
う
。
こ
の
日
は
、「
イ
ギ
リ
ス
が
衰
退
し
た
原
因
と
し

て
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
歴
史
的
事
象
を
選
び
、
そ
の
事
象
に
関
す
る
説
明

と
、
事
象
が
イ
ギ
リ
ス
や
世
界
の
歴
史
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
」

と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。（
Ｐ. 

25
に
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
）

世界史

実践

広
く
深
い
視
点
で
物
事
を
捉
え
、

論
述
す
る
力
を
高
め
る

美
那
川
先
生
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

授業を進化！

思考を深化！授業開始
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授
業
を
変
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　「
確
か
に
当
時
、
生
徒
に
ひ
た
す
ら
板
書
を
ノ
ー
ト

に
写
さ
せ
る
だ
け
の
授
業
で
は
、
歴
史
を
真
に
理
解
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
意

識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、『
教
師
が
説
明
し
な

い
授
業
と
は
何
か
』『
生
徒
が
考
え
る
授
業
と
は
ど
う

い
う
授
業
か
』
と
自
問
し
、
生
徒
が
自
ら
文
章
を
書
く

こ
と
で
思
考
を
深
め
て
い
く
授
業
に
転
換
し
ま
し
た
」

　
授
業
で
は
、
毎
回
一
度
は
文
章
を
書
か
せ
る
よ
う
な

発
問
を
す
る
。文
字
量
は
異
な
っ
て
も
、授
業
で
得
た

知
識
を
用
い
て
書
か
せ
る
こ
と
は
、知
識
を
定
着
さ
せ

る
と
と
も
に
、広
く
深
い
視
点
か
ら
物
事
を
捉
え
て
論

述
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。さ
ら
に
、歴

史
学
の
本
質
に
触
れ
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
る
。

　「
歴
史
学
は
、
先
人
が
出
来
事
や
思
想
を
書
き
残
し
、

人
々
に
伝
え
て
い
っ
た
こ
と
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

生
徒
が
自
ら
の
言
葉
で
歴
史
を
語
る
こ
と
は
、
ま
さ
に

歴
史
学
の
本
質
に
触
れ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
２
年
生
か
ら
履
修
す
る
「
世
界
史
Ｂ
」
の
授
業
で
、

最
初
か
ら
ま
と
ま
っ
た
分
量
の
論
述
が
で
き
る
生
徒
は

少
な
い
。
そ
の
た
め
、
次
の
５
ス
テ
ッ
プ
で
段
階
的
に

指
導
し
て
い
る
。

❶
教
師
の
発
問
に
対
し
、
教
科
書
な
ど
か
ら
文
章
を
そ

の
ま
ま
抜
き
出
す
。
文
字
資
料
を
読
み
、
世
界
史
の

文
体
に
慣
れ
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
。

❷
教
師
が
指
定
し
た
歴
史
用
語
に
つ
い
て
、
用
語
集
な

ど
を
参
考
に
し
て
簡
潔
に
ま
と
め
る
。
書
き
写
す
の

で
は
な
く
、自
分
の
言
葉
で
書
く
こ
と
を
重
視
す
る
。

❸
教
科
書
や
用
語
集
を
参
考
に
し
て
、
２
０
０
〜

４
０
０
字
程
度
の
論
述
を
す
る
。
書
く
力
の
育
成
と

知
識
の
定
着
を
ね
ら
い
と
す
る
。

❹
既
習
事
項
な
ど
を
基
に
論
述
す
る
。
教
科
書
な
ど
に

明
確
な
記
述
が
な
い
問
い
に
対
し
、
自
分
で
考
え
、

論
述
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

❺
地
図
や
絵
画
、
統
計
な
ど
を
読
み
取
り
、
論
述
す
る
。

非
文
字
資
料
を
読
み
取
り
、
言
語
化
す
る
こ
と
で
論

述
す
る
力
を
高
め
る
。

　
２
年
生
前
半
は
❶
を
徹
底
す
る
こ
と
で
書
く
こ
と
に

慣
れ
さ
せ
、
徐
々
に
難
し
い
活
動
に
移
行
す
る
。
❹
や

❺
の
ス
テ
ッ
プ
に
到
達
す
る
の
は
、
３
年
生
後
半
に

な
っ
て
か
ら
だ
。

　
こ
の
日
の
授
業
は
、
論
述
指
導
の
集
大
成
と
し
て
、

❶
〜
❺
の
要
素
を
す
べ
て
含
む
課
題
を
設
定
し
た
。
教

科
書
、
用
語
集
、
資
料
集
を
参
考
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

話
し
合
い
、
最
終
的
に
個
々
で
論
述
を
行
う
。

　
美
那
川
先
生
は
、
論
述
指
導
を
通
し
た
構
想
メ
モ
の

作
成
を
重
視
し
て
い
る
。

　「
論
述
の
設
計
図
で
あ
る
構
想
メ
モ
の
内
容
に
よ
っ

グループワーク中、美那川先生はほとんど全体に指示を出さ
ない。「答えはもちろん、ヒントも示さず、あえて苦しませたい」
という考えからだ。机間巡視をして話し合いが停滞しているグ
ループに寄り添い、「〇〇さんはどう思う？」などと、全員で
の話し合いを促す働きかけに徹する。

13:30 13:18

予習してきた生徒が多く、すぐに自説を説明し合い、それぞ
れ構想メモを作り上げていく。同じグループでも、生徒によっ
てキーワードのみを書いたり、表にまとめたり、文章にした
りと、構想メモの形態は様々だ。グループワークは15 分間
の予定だったが、終わらないグループが多く、５分ほど延長
した。

５
ス
テ
ッ
プ
の
指
導
で

徐
々
に
難
易
度
を
高
め
て
い
く

教師の見守り グループワーク

生
徒
同
士
が
考
え
を
高
め
合
う
と

教
師
の
想
定
を
超
え
る
論
述
が
で
き
る

思
考
の
活
性
化
・
深
化
へ
の
配
慮
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て
、
論
述
の
質
は
ほ
ぼ
決
ま
り
ま
す
。
必
要
な
ポ
イ
ン

ト
を
示
す
と
と
も
に
、
上
手
に
論
述
で
き
て
い
る
生
徒

の
構
想
メ
モ
を
、
ク
ラ
ス
全
員
に
共
有
す
る
な
ど
し
て

指
導
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
が
構
想
メ
モ
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
る
上
で
参

考
に
す
る
の
が
、
独
自
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
だ
。
美
那
川

先
生
は
、
２
・
３
年
次
の
論
述
指
導
に
お
い
て
共
通
方

針
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
提
示
し
て
お
り
、
生
徒
は
そ
の

内
容
が
頭
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
今
回
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
で
は
、「
歴
史
的
事
象
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
か

ら
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
」「
統
計
資
料
と
年
表
を
、

歴
史
的
事
象
に
関
す
る
知
識
と
結
び
つ
け
て
正
確
に
読

み
取
れ
て
い
る
」
な
ど
の
観
点
を
示
し
て
お
り
、
生
徒

は
そ
う
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
外
さ
な
い
よ
う
に
キ
ー
ワ
ー

ド
を
整
理
し
て
構
想
メ
モ
を
作
成
す
る
。

　
ま
た
、
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
通
し
て
構
想
メ
モ
を
作
ら
せ
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
こ
の
日
の
授
業
で
も
、
生
徒
が
考
え
を
高
め
合

う
姿
が
各
グ
ル
ー
プ
で
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
ア
メ
リ

カ
・
ド
イ
ツ
の
台
頭
か
ら
イ
ギ
リ
ス
帝
国
衰
退
を
説
明

す
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
あ
る
生
徒
が
「
ア
メ
リ
カ
は
い

ち
早
く
重
工
業
に
転
換
し
た
け
れ
ど
、
イ
ギ
リ
ス
は
軽

工
業
の
ま
ま
だ
っ
た
」と
発
言
。そ
れ
を
受
け
て
別
の
生

徒
は
、「
そ
の
時
代
の
最
先
端
の
技
術
を
取
り
入
れ
た

国
が
繁
栄
す
る
」、さ
ら
に
別
の
生
徒
は
、「
今
な
ら
Ｉ
Ｔ

革
命
が
そ
う
だ
よ
ね
」と
述
べ
、時
代
を
超
え
た
視
点
か

ら
技
術
革
新
の
意
義
を
捉
え
る
論
に
高
め
て
い
っ
た
。

　「
１
人
で
考
え
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
教
師
の

予
想
以
上
の
答
え
が
出
て
く
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、生
徒
同
士
が
考
え
を
高
め
合
う
と
、

教
師
の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
意
見
が
出
て
く
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
」

　
解
答
を
書
き
終
え
る
と
、
グ
ル
ー
プ
内
で
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
相
互
評
価
を
行
う
。
そ
れ
も
、
生
徒
が

互
い
の
考
え
を
深
め
て
い
く
た
め
の
工
夫
だ
。

　「
相
互
評
価
の
点
数
は
、
評
定
に
は
反
映
し
て
い
ま

ワークシートの上
段は構想メモ、中
段は論述、下段
は「世界史の問い」
の記述スペース。
構想メモの段階
で十分に話し合
い、考えがまとま
るため、すらすら
と書き進められる
生徒が大半だっ
た。次回の授業
では、優れた解
答をクラスで共有
する。

13: 55

グループ内でお互いの解答を読み合い、独自のルーブリッ
クを基に３段階で評価する。「単に点数をつけるだけではな
く、『こうした方が分かりやすい』という点や事実誤認があっ
たら教え合って」と指示。実際、グループのメンバーから
指摘を受けて書き直す生徒の姿が至る所で見られた。

13:37

生徒個々に解答の作成を開始。机の並びはグループワーク
の時のままなので、相談しながら書き進める姿も見られた。
先生は、「たくさん書く必要はない。接続詞を上手に使って
分かりやすい文章を書こう」「時系列で書かれていると分か
りやすいね」などと、論述のポイントを示した。

相互評価 解答作成

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て

確
か
な
観
点
で
メ
ン
バ
ー
の
解
答
を
評
価

場
づ
く
り
へ
の
配
慮

 February  2017
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せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
確
か
な
観
点
か
ら
相
手
の
論
述
内

容
を
理
解
し
、
そ
れ
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
た
め
に

活
用
し
ま
す
。
友
人
か
ら
指
摘
を
受
け
て
自
分
の
考
え

を
変
え
る
こ
と
に
は
勇
気
が
要
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う

な
柔
軟
性
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と
は
、
生
徒
が
社
会

に
出
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
グ
ル
ー

プ
編
成
に
つ
い
て
も
試
行
錯
誤
を
続
け
て
き
た
。

　「
生
徒
は
多
感
な
年
頃
故
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は

ど
う
し
て
も
人
間
関
係
の
影
響
を
受
け
ま
す
。
そ
の
た

め
、
生
徒
か
ら
関
係
性
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
り
、
個
々

の
性
格
や
学
習
に
対
す
る
姿
勢
を
考
慮
し
た
り
し
て
メ

ン
バ
ー
を
構
成
し
て
い
ま
す
」

　
美
那
川
先
生
は
、
論
述
の
発
展
的
テ
ー
マ
と
し
て
、

毎
回
、「
世
界
史
の
問
い
」を
設
け
て
い
る
。
今
回
は「
国

家
が
『
衰
退
』
す
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と

問
い
か
け
て
お
り
、
次
回
の
授
業
で
生
徒
に
論
述
さ
せ

る
計
画
だ
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
例
え
ば
、
世
界
大
戦
に

か
か
わ
る
論
述
の
後
に
、「
ど
う
し
て
戦
争
は
起
こ
る

の
か
？
」
と
い
っ
た
問
い
を
設
定
し
て
き
た
。

　「『
世
界
史
の
問
い
』
は
答
え
が
な
い
問
い
で
あ
り
、

歴
史
の
本
質
に
迫
る
も
の
で
す
。
大
学
入
試
に
直
接
つ

な
が
る
テ
ー
マ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
問
い

を
探
究
さ
せ
る
こ
と
で
、
世
の
中
の
事
象
を
空
間
的
、

時
間
的
に
広
く
捉
え
る
視
点
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
世
界
史
を
通
し
て
育
つ
そ
う
し
た
力
が
他
教
科

と
相
互
補
完
的
に
高
ま
り
合
い
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

必
要
な
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
が
つ
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

学習内容
＊GW…グループワーク

自校の生徒の特性を
踏まえた各学習内容に
おける主な目標

（身につけさせたい力・姿勢）

左記の力・
姿勢の「学
力の3要素」
への分類

左記の力・姿勢を育むための
指導内容

教師による発問・
働きかけの内容

教師が特に
観察・配慮
すべき点

発問：イギリスが「衰退」
した原因を①～⑤から１
つ選び、その歴史的事
象とイギリスや世界の
歴史に与えた影響（歴
史的意義）を論述する

生徒は、学習課題となるリー
ド文から、何について論述
するよう求められているの
か、文脈を正確に読み取る。

• 技能

２年次から授業や定期考査、模試
でリード文の読み取り方を学習。
生徒は、問題文を読み取り、「何に
ついて、どのように論述すればよ
いのか」と学習課題を明確に理解
するため、問題文に線を引いたり、
文章を抜き出して書いたりする。

生徒の思考力・判断力・表現力
を育てるため、今回の授業では、
生徒が葛藤するような、正解が１
つではない学習課題を設定。生
徒が知識を活用して、論理的に
意見を組み立てる過程に、学びの
価値を置いた。

11月実施の実力テス
トや進研模試の結果
から診断的評価を行
い、生徒の既有知識
を把握しておく。

ＧＷⅠ：①米国・独国
の台頭、②インドの独
立、③第二次中東戦争、
④その他、⑤「衰退」
していないから１つ選
択し、考察・判断　

生徒は、既習知識を活用し、
グループでの対話を通じて、
知識を文脈に合わせて構造
化（因果関係の構築など）
していくことができる。

• 知識
•思考力
• 判断力
• 主体性
• 協働性

グループのメンバーで、歴史用語
を用いて対話し、歴史的事象を個
別に覚えるだけではなく、「つなぐ」

「比べる」ことにより歴史を構造的
に理解し、知識として定着させて
いく。原因を１つに定めていく過
程が、生徒の思考や判断を促す。

深い学びを引き起こすような学
習課題に対しては、グループで
取り組ませるようにしている。
グループは、建設的な対話がで
きるように、世界史の学力だけ
でなく、生徒の性格や人間関係
を考慮して 3 ～ 4 人で編成。

教師は発言を控え、
生徒の話し合いが進
行しているかどうかだ
けに注意する。

ＧＷⅡ：構想メモの作
成

選んだ歴史的事象について
教科書、用語集、プリント
などで調べる。ルーブリッ
クに基づき、具体的・論理
的に記述をするための設計
図を、グループでの対話を
通じて作成。

• 知識
•思考力
• 判断力
• 主体性
• 協働性

論述をする時には、設計図となる
構想メモの作成に時間をかけさせ
ている。グループのメンバーと協
力して、ルーブリックを参考に「何
をどのように書くべきなのか」を
検討している時間が、生徒が思考
している時間となる。

ルーブリックにより、生徒にど
のような論述を求めているのか

（どのように歴史的事象について
考えてほしいか）を示す。

「論述の 7 割は、構想メモで決
まる」と繰り返し生徒に指導し
ている。

世界史が苦手な生徒
が多いグループでは
教師が一緒に構想メ
モを作成。「これは何」

「なぜ」「どのように」
と質問を繰り返し、グ
ループの思考を促す。

論述

構想メモに基づき具体的・論
理的に論述。年号を表記した
り、「第１に……、第２に……」

「A は～だ。一方、B は～だ」
と接続詞を使ったりして、時
系列や因果関係、比較を明
確にして論理的に書く。

• 表現力

教科書・用語集から「文章を抜き
出す」「文章を分かりやすく書き換
える」「文章と文章をくっつける」

「統計資料や絵画資料の表してい
るものを文章化する」などの文章
表現力を用いて、グループで作成し
た構想メモに基づき、個人で論述。

発問に対する解答としての論述
になっているのかを生徒に喚起
する。文と文の論理関係を示す
言葉の効果的な使用により、論
理的な表現となるように促す。

知識があっても、発
問が正確に理解でき
ていないと、自分本
位の文章を書くことが
多い。机間巡視で、
注意すべき生徒には
個別に助言を加える。

ＧＷⅢ：相互評価
（解答提出、教師によ
る評価）

生徒は、ルーブリックに基
づいて、グループのメンバー
の論述を評価する。他者の
論述を評価することで、自
分の論述と比較をすること
ができるようになり、自己
評価へとつなげる。

• 知識
•思考力
• 判断力
• 多様性

教師が作成したルーブリックを生
徒に提示し、評価の観点を示す。
生徒は、そのルーブリックに基づ
いてより詳細な規準・基準をつく
り、メンバーの論述を評価する。
点数だけでなく、よかった点、改
善すべき点を、必ず言葉でメン
バーに伝える。

他者の評価により、自己評価でき
るようになり、受験直前期には、
自己評価が重要だと説明。論述
は、教師がより詳細なルーブリッ
クに基づき評価。間違いを訂正
し、コメントを加えて形成的評価
を行う。生徒の理解度を把握し、
教師の授業評価にもつなげる。

生徒がつけた評価点
数よりも、相互評価
後に訂正したり、加
筆したりした部分に
注目し、形成的評価
が効果的に行われた
かを重視する。

まとめ
生徒は、ほかのグループや
生徒の論述を読み、歴史的
思考力の幅を広げる。

• 多様性

教師は、提出された解答の中から
模範的なものを選び、コメントな
どを書き加えてプリントにして次
回の授業で配布。

イギリスの衰退と歴史的事象を
論理的に結びつけて説明。「イギ
リスの衰退は、イギリスだけを
見ても分からず、イギリスと世
界との関連の中で考察しないと
解答は導き出せない」

知識の正誤だけにと
らわれることなく、世
界史の求める思考力、

「広い視野」を身に
つけることの重要性に
ついて説明する。

ＧＷⅣ：発問（本質的
な問い）：国家が衰退
するとはどういうこと
かを論述する

生徒は、世界史における「本
質的な問い」について思考
することで、探究心を引き
起こし、自らの課題を創出
するようになる。

•思考力
• 主体性

（課題創出
力）

「本質的な問い」を繰り返し問うこ
とで、生徒は学びを一時的な知識
とせず、自ら新しい学習課題を創
出し、思考を続けていく。その姿
勢は、内容理解の促進と関連づけ
を起こし、観念の転移も促す。

答えが１つでない、生徒が葛藤
を引き起こすような発問を、世
界史における「本質的な問い」
として提示。オープンエンドで
終わることで、生徒に課題を抱
き続ける時間を生み出す。

自分の言葉で「本質
的な問い」に答えよ
うとしたり、新たな課
題を創出したりする解
答が見られれば、評
価。

＊美那川先生作成の授業デザインシートを編集部が一部改編

授業デザインシート

【教科・科目】地理歴史・世界史	
【分野・単元】演習（イギリス近現代史）	
【テーマ・作品】イギリスが「衰退」した原因は何か

【設定時数】３時間中の２時間目	
【本時全体の目標】 近代以降のイギリスの歴史を、世界史的な視点から考察する
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